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すと､箪嚢 (obscene)､名誉穀損 (libel)､喧嘩言葉 (fightingwords)､チャイルド◎ポル
ノグラフィー (childpornography)､それに ｢未成年に有害｣(harmfultominors)という
範噂で､これは憲法で保護されておらず､犯罪になります｡
そうしますと､残る太線の四角の部分､すなわちB,Cが憲法の保障する活字コミュニケー
ションの範噂になります｡例えばBの部分があります｡これは放送メディアに適用されるので
すが､放送メディアの場合､下品 (indecent)な表現は許されていません｡したがって､放送
メディアではCの領域だけが許されていることになります｡アメリカの場合､表現の自由に関
連して､文字コミュニケーションは優越する権利 (preferredright)を持っとされています.
それは画像や放送などと比べて､図書は最高度に憲法で保障されているということです｡
現在のアメリカや日本の公立図書館の基本的目的は､憲法が定める表現の自由を､図書館と
いう場の目的に照らして (例えば､活字コミュニケーション)､資料や情報の提供を住民に保
障していくことにあります｡こうした広範な土俵の枠内で､各公立図書館はコミュニティの関
心に応じた資料選択方針を作成して､現実に住民にサービスを展開しているのです｡
図3のなかに台形の部分がありますが､これについては､後ほど時間があれば説明をしたい
と思います｡それでは報告を終わらせていただきます｡
※本稿は2007年9月7日に上海市図書館学会主催で開催された講演録 (於 :上海図書館)であ
る｡
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